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公　式　試　合　記　録

公益社団法人

日本ホッケー協会
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 スコアリング ジャッジ
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 アンパイア

令和７年度　第５７回全国高等学校選抜ホッケー大会

16 2025年12月21日 14：30 男子／2回戦 川崎重工ホッケースタジアムA

広島山陽学園山陽高等学校 福井県立丹生高等学校0
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0

6

0
3
3
0

× 1 石田　勇太 GK

× 2 峠　康平  

× 3 岩田　汰昇  

× 4 白﨑　悠斗  

× 5 佐伯　諒太郎  

× 6 湧本　大駕  

× 7 水元　遼  

× 8 今桐　來雅  

× 9 新上　愛煌 C

× 10 西村　皇祐  

× 11 藤永　悠暉  

7 12 古田　菊晴  

 13 松井　隼翔  

 14 河野　龍匠  

 15 大谷　慶太  

 16 藤原　莉武  

 17 北村　翔太  

 18 川井田　義航 GK

中田　悠太

× 1 榮　了功 GK

× 2 中西　和輝  13

× 3 安井　健悟  

× 4 松田　快斗  

× 5 戸田　大貴  

× 6 安井　健晃 C

× 7 佐々木　琉心  

× 8 福岡　佑斗  

× 9 牛久保　慧  

× 10 木下　比釉  

× 11 土橋　拓矢  

54 12 福岡　辰斗 GK

46 13 高山　稜央  

11 14 髙島　颯人  

46 15 宮川　蒼生 GK

54 16 上坂　真平  

9 17 松田　愛叶  

38 18 大間　倖太郎  

舘　亮佑

百崎　充洋 為国　壮

高橋 英行 石原 宏樹

清水 咲更 多賀 静香

大谷 育美 王 しんじぇ

丹生 18 5 FG 0 - 1

丹生 23 2 PC 0 - 2

丹生 30＋ 2 PC 0 - 3

丹生 33 6 FG 0 - 4

丹生 43 6 FG 0 - 5

丹生 44 7 FG 0 - 6
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戦　評：
第1Q、福井県立丹生高等学校のセンターパスにより試合が開始される。開始早々、お互い激しいボールの奪い合いが続く中、徐々に丹生が試合のペースをつかみ始める。
４分丹生が混戦からPCを取得するも、山陽学園の体を張った守備が守り切る。13分丹生#2中西にグリーンカードが出される。丹生ペースで試合が進むも両者無得点のまま
第1Qを終える。
第2Q、18分丹生#5戸田がタッチシュートを決め先制点を獲得する。その後23分に丹生がPCを取り、#7佐々木がフリックシュートを決め、追加点をあげる。さらに26分丹
生がPCを取得するも、山陽学園GK＃1石田のファインセーブにより得点する事は出来ない。終了間際、丹生がPC取得し、#2中西がフリックシュートを決め0-3で前半が終
了した。
第3Q、丹生33分左サイドから巧みなドリブルで持ち込み#6安井がプッシュシュートを決め4-0と山陽学園を突き放す。43分丹生#6安井がこぼれ球に反応し追加点を挙げ
る。44分丹生#7佐々木がサークルトップから強烈なヒットシュートで0-6とリードを広げ第3Qを終える。
第4Q、山陽学園も粘り強いディフェンスからカウンターを狙うもののサークル内へは侵入出来ない。その後も丹生の攻撃の時間が続き、0-6で福井県立丹生高等学校が勝
利し、明日の準々決勝へと進出した。
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